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平成22年7月20日観測結果

平成22年7月23日

貧酸素水塊速報
（2010年）

　貧酸素水塊は内湾中央部を中心として分布していました（図１）。なお，盤洲ＡブイとＢブイで酸素

量が1ml/L以下と強く貧酸素化していました。盤洲干潟では貝類の生息状態に注意して下さい。

　縦断ラインでは，水深10m以深はほぼ貧酸素水塊に覆われていました（図２）。底層に厚く貧酸素

水塊が見られるので，規模は依然として例年より高めで推移しています（図３）。
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図２　縦断ラインでのDO鉛直分布

←湾奥　　　　　　　　　　　　　　　　　富津→

図３　貧酸素水塊の規模
（左図で貧酸素水塊（2.5ml/L以下）が占める割合）
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図１　底層の溶存酸素量の分布（赤線は縦断ライン）
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